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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月6日(2016.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転部を回転させて被解繊物を乾式解繊処理する解繊部を含み、
　乾式解繊処理された解繊物の少なくとも一部を堆積させてシートを製造するシート製造
装置であって、
　前記回転部は、外周に複数の突部を備える回転子と、前記回転子の側部に備えられる送
り羽根とを有し、
　前記送り羽根は、前記回転子における前記被解繊物の流入部側の側部に備えられ、前記
回転子の回転中心の延長方向に起立する羽根部を有する、シート製造装置。
【請求項２】
　前記解繊物の流入部は、前記回転中心の延長方向において、前記送り羽根よりも前記回
転子から離れる方向に位置する、請求項１に記載のシート製造装置。
【請求項３】
　前記被解繊物の流入部における流入口は、前記回転中心と垂直な方向において、前記羽
根部が回転したときにできる軌跡の最外円より前記回転中心側に位置する、請求項１又は
２に記載のシート製造装置。
【請求項４】
　前記回転子は、回転中心に近い側の基部と、前記基部から前記回転中心から離れる方向
に突設する前記複数の突部とを有し、
　前記送り羽根は、前記基部に取り付けられる、請求項１～３のいずれか一項に記載のシ
ート製造装置。
【請求項５】
　前記送り羽根は、前記回転中心からの大きさが、前記基部より大きく、前記突部より小
さい、請求項１～３のいずれか一項に記載のシート製造装置。
【請求項６】
　前記回転子は、前記基部と前記突部を有する回転プレートを複数枚積層し、
　前記送り羽根は前記複数の回転プレートとともに固定される、請求項１～５のいずれか
一項に記載のシート製造装置。
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【請求項７】
　前記回転子は開口を有し、
　前記送り羽根は、前記開口を覆う、請求項１～６のいずれか一項に記載のシート製造装
置。
【請求項８】
　前記解繊部より上流側に、被裁断物を裁断する裁断部を有する、請求項１～７のいずれ
か一項に記載のシート製造装置。
【請求項９】
　回転部を回転させて被解繊物を乾式解繊処理する解繊部であって、
　前記回転部は、外周に複数の突部を備える回転子と、前記回転子の側部に備えられる送
り羽根とを有し、
　前記送り羽根は、前記回転子における前記被解繊物の流入部側の側部に備えられ、前記
回転子の回転軸の延設方向に起立する羽根部を有する、解繊部。
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